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六
月
二
十
六
・
二
十
七
日
に
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て

「
日
本
茅
葺
き
文
化
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、
記
念
事
業
と

し
て
、
第
一
回
茅
葺
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
茅
葺
き
の
暮
ら
し

と
生
業
」
が
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
相
倉
・
菅

沼
の
両
集
落
が
所
在
す
る
富
山
県
南
砺
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

北
は
岩
手
県
か
ら
、
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
の
、
茅
葺
き

民
家
に
住
ま
い
さ
れ
て
い
る
方
や
、
仕
事
と
し
て
い
る
職

人
さ
ん
、
行
政
関
係
者
約
一
五
〇
人
が
集
ま
り
、
参
加
者

が
会
場
か
ら
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。 

  

 

大会の様子。決して狭い部屋ではないのですが、立ち見が出るほ

どでした。学生のような若い方、特に女性の参加が多く、世代・

性別を超えて興味のある話題であることがわかりました。 

３ 谷口尚・白川村長のご挨拶。

社団法人になる以前の「ネットワ

ーク協議会」では、代表を勤めら

れていました。上条集落もご覧に

なっています。 

２ 開催地を代表し、田中幹夫・

南砺市長より歓迎のご挨拶があり

ました。 

１ 安藤邦廣・筑波大学教授が

代表理事として就任しました。

安藤先生は上条集落もご覧にな

っています。 

 

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
山
梨
家
並
保
存
会
の
石

川

 

５ 第２セッションの発表が終わり、座談会をして

いる１コマ。左は石川代表理事、右は田揚さん、中

は京都府美山町北集落で茅葺き業を営んでいる中野

誠さん。 

４ 工学院大学・田揚裕子さんの発表。現在サッカ

ーワールドカップが開催されている南アフリカ共

和国での茅葺きという、珍しい内容で、みんな影像

を食い入るように見ていました。 

 

二
十
六
日
は
、
開
催
地
か
ら
「
行
政
の
取
り
組
み
」
「
相

倉
合
掌
造
り
集
落
」
「
菅
沼
合
掌
造
り
集
落
」
に
つ
い
て
の

報
告
で
始
ま
り
、
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
い
ろ
り
を
活
用
し
よ

う
」、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
茅
葺
き
は
地
場
産
業
に
な
る
か
」

と
題
し
、
活
動
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

重
人
代
表
理
事
が
「
根
場
い
や
し
の
里
と
上
条
集
落
の
取

り
組
み
」
と
題
し
て
、
ま
た
、
甲
州
民
家
情
報
館
の
設
計
・

建
築
に
深
く
関
わ
っ
た
工
学
院
大
学
の
田
揚
裕
子
さ
ん

が
「
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
茅
葺
き
業
」
と
題
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 第二セッション終了後、会場を移して懇親会が開

催されました。参加者は「茅葺き」というキーワー

ドを通じて知り合った仲間・知り合いが多く、大変

盛り上がりました。 

 懇親会が終了すると、宿泊地である相倉合掌集落

の民宿へ送られ、茅葺きの下で一泊しました。 



 
 
 

二
日
目
・
六
月
二
十
七
日
は
見
学
会
で
す
。 

 
昨
日
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
明
け
方
近
く
に
は
大
き
な
音
を

立
て
て
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝
は
小
降
り
と
な
り
、
ほ
と
ん

ど
の
参
加
者
が
相
倉
集
落
に
宿
泊
し
て
い
た
た
め
、
早
朝
か
ら

散
歩
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
朝
食
を
各
民
宿
で
済
ま
せ
、
八
時
三
十
分
に
集
合

し
、
相
倉
合
掌
集
落
の
見
学
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

           

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、
集
落
の
は
ず
れ
に
あ
る
「
茅
場
」

で
す
。
茅
場
に
は
二
階
建
の
茅
保
管
庫
も
あ
り
、
そ
の
中
に
は

昨
年
刈
っ
た
茅
が
保
管
さ 

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

茅
は
根
分
け
を
し
て
株 

を
増
や
し
、
春
先
に
は
除 

草
作
業
も
行
い
ま
す
。
除 

草
を
行
わ
な
い
と
、
雑
草 

に
茅
が
「
食
わ
れ
て
」
し 

ま
い
、
順
調
に
生
育
し
な 

い
そ
う
で
す
。 

 

保
管
庫
は
、
一
階
も
二 

階
も
車
が
入
れ
る
よ
う
に 

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

茅
場
見
学
の
後
は
、
集
落
内
に
あ
る
合
掌
造
り
民
家
を
使
っ

て
整
備
し
た
資
料
館
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
バ
ス
で
移
動
し
、
重
要
文
化
財
岩
瀬
家
住
宅
の
屋
根

葺
き
替
え
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
岩
瀬
家
住
宅
は
桁
行
十
四

間
半
、
梁
間
七
間
と
、
旧
高
野
家
住
宅
よ
り
も
一
回
り
大
き
な

合
掌
造
り
民
家
で
す
。
通
常
の
合
掌
造
り
民
家
は
三
層
（
三
階

建
て
）
で
す
が
、
岩
瀬
家
は
五
層
ま
で
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代

を
通
じ
て
加
賀
藩
か
ら
、
火
薬
の
原
料
と
な
る
塩
硝
を
近
在
か

ら
取
り
ま
と
め
上
納
す
る
役
を
務
め
て
き
ま
し
た
。 

 

中
で
は
、
今
の
当
主
の
方
が
い
ろ
り
で
沸
か
し
た
お
茶
を
振

る
舞
い
な
が
ら
、
家
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

           

葺
き
替
え
は
、
富
山
県
西
部 

森
林
組
合
五
箇
山
支
所
が
世
界 

遺
産
を
含
む
全
て
の
屋
根
の
葺 

き
替
え
を
請
け
負
っ
て
お
り
、 

各
地
の
屋
根
の
特
徴
を
維
持
し 

な
が
ら
も
、
均
一
な
作
業
を
行 

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

同
組
合
で
は
、
ス
キ
ー
場
を 

使
っ
て
の
茅
の
栽
培
や
、
独
自 

の
茅
場
か
ら
の
茅
調
達
も
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

 

再
び
バ
ス
で
移
動
し
、
世
界
遺
産
を
構
成
す
る
菅
沼
合
掌
集

落
を
見
学
し
ま
し
た
。
菅
沼
集
落
で
は
地
元
に
お
住
ま
い
の
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
説
明
を
し
て
お
り
、
住
民
な
ら
で
は
の
細

か
い
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

           

合
掌
造
り
は
、
柱
や
桁
、
梁
で
構
成
さ
れ
る
軸
組
部
（
下
半

分
・
一
階
の
生
活
空
間
に
あ
た
る
）
と
、
叉
首
台
か
ら
上
の
小

屋
組
部
（
上
半
分
・
屋
根
に
あ
た
る
）
が
、
構
造
的
に
も
空
間

的
に
も
完
全
に
分
離
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
軸
組
部
は
大
工
の
仕
事
で
、
そ
の
他
は
小
屋
組
部
も

含
め
て
住
民
の
伝
統
的
な
互
助
制
度
「
ユ
イ
」
の
仕
事
と
、
明

確
に
役
割
分
担
さ
れ
て
い 

る
た
め
で
す
。 

 

下
の
写
真
は
、
叉
首
台 

に
鉛
筆
の
よ
う
に
先
端
を 

削
っ
た
叉
首
を
差
し
て
い 

る
様
子
で
す
。
こ
の
よ
う 

な
構
造
で
得
ら
れ
た
広
い 

屋
根
内
部
は
、
甲
州
民
家 

と
同
じ
よ
う
に
養
蚕
の
た 

め
の
作
業
場
と
し
て
使
わ 

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

  

叉首
さ す

 

叉首
さ す

台
だい

 


